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【File No.　　 岩村町本通り伝統的建造物群保存地区  岩村町本町他】

　岩村の本通りは、戦国期に織田信長配下の河尻秀隆が城郭
と同時に整備着手したとされる。慶

けいちょう

長６（１６０１）年に入封
した初代藩主、松平家

いえ

乗
のり

が本格的に建設を始め、城山西麓の
台地に藩主邸と武家地、南の岩村川対岸に町人地を配した。
正保年間（１６４５～１６４８）の絵図によると、武家地と町人
地は２本の橋で結ばれ、現在の本町と呼ばれる本通り沿いの

藩の御用達職を務めた木村家（市指定有形文化財）

町屋が並ぶ形となった。その後、明治３９（１９０６）年の岩村
電気軌道の開設により、西町から新町まで発展し、現在の町
並みとなっている。桝形から東は江戸時代の町並み、西は明
治以降の町並みであるが、うまく調和していることが評価さ
れ、平成１０（１９９８）年に国の重要伝統的建造物群保存地区
に選定された。

保存地区周辺では四季折々のイベントも盛ん。特に秋祭り行事のみこしの渡御では、時代
衣装を身に着けた約３００人の行列が壮観である。
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